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都道府県名：

市町村名： 0.5  人として計算

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計 人口（人）

男 919 1,061 1,069 1,068 567 867 1,099 1,362 1,454 1,210 1,287 1,623 1,979 2,194 1,427 1,236 1,155 638 254 22,468 3,048 6,904 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 886 965 1,035 969 627 843 1,063 1,293 1,474 1,164 1,426 1,684 1,994 2,253 1,873 1,728 1,736 1,324 914 25,250 2,885 9,828 1,278 641

男女計 1,805 2,025 2,104 2,036 1,194 1,710 2,162 2,655 2,929 2,375 2,713 3,307 3,972 4,447 3,301 2,964 2,891 1,962 1,168 47,718 5,934 16,732 1,200 608

男 835 940 1,026 1,090 538 702 948 1,106 1,347 1,470 1,189 1,282 1,573 1,923 2,038 1,259 976 740 374 21,355 2,801 7,310 全体 -5.7 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

女 703 892 975 882 547 714 856 1,087 1,297 1,441 1,170 1,413 1,693 1,969 2,220 1,747 1,542 1,374 1,127 23,648 2,570 9,978 男 -5.0 1,179 629

男女計 1,538 1,831 2,001 1,972 1,084 1,417 1,804 2,193 2,644 2,912 2,359 2,695 3,266 3,892 4,258 3,006 2,518 2,114 1,501 45,003 5,370 17,288 → 図① 女 -6.3 1,120 566

→ 図④

年齢層 〜4 〜9 〜14 〜19 〜24 〜29 〜34 〜39 〜44 〜49 〜54 〜59 〜64 〜69 〜74 〜79 〜84 〜89 90〜 合計 子ども計 高齢者計

男 0.25 1.02 0.97 1.02 0.50 1.24 1.09 1.01 0.99 1.01 0.98 1.00 0.97 0.97 0.93 0.88 0.82 0.69 0.41

女 0.23 1.01 1.01 0.85 0.56 1.14 1.02 1.02 1.00 0.98 1.00 0.99 1.01 0.99 0.98 0.93 0.92 0.84 0.52 → 図② 5年間 対2020比 65以上 75以上 男女別 計 男女別 計

男 669 854 909 1,047 549 665 768 954 1,093 1,361 1,444 1,184 1,242 1,529 1,787 1,798 1,033 673 462 20,021 2,431 7,281 1,058 573

女 637 708 901 830 498 623 725 876 1,091 1,269 1,448 1,159 1,421 1,672 1,939 2,070 1,614 1,298 1,298 22,076 2,246 9,891 965 526

男 592 684 826 928 527 679 728 773 943 1,105 1,337 1,439 1,148 1,207 1,420 1,576 1,476 712 470 18,570 2,102 6,862 906 516

女 564 641 715 767 469 567 632 742 879 1,067 1,274 1,435 1,165 1,403 1,647 1,808 1,912 1,358 1,347 20,395 1,921 9,476 814 440

男 538 606 662 842 467 652 743 732 764 953 1,086 1,332 1,394 1,116 1,122 1,253 1,294 1,017 490 17,062 1,805 6,291 760 433

女 513 568 648 609 433 534 575 647 744 860 1,072 1,263 1,443 1,151 1,382 1,536 1,671 1,609 1,404 18,662 1,729 8,753 730 381

男 484 550 586 675 424 578 713 748 724 772 936 1,082 1,291 1,355 1,037 990 1,028 891 624 15,489 1,620 5,925 682 369

女 461 516 574 552 344 494 542 589 649 728 863 1,062 1,270 1,425 1,134 1,289 1,419 1,406 1,564 16,880 1,551 8,236 → 図⑤ 654 340

男 432 495 532 598 340 525 632 718 739 732 759 933 1,048 1,255 1,259 915 812 709 628 14,060 1,459 5,577 616 332

女 412 464 521 489 312 392 501 554 591 635 731 856 1,068 1,254 1,403 1,057 1,191 1,194 1,542 15,166 1,397 7,641 591 306

男 379 442 479 543 301 421 574 636 710 747 719 756 904 1,019 1,166 1,111 751 559 554 12,769 1,299 5,159 552 300

女 361 415 469 444 276 355 398 512 557 578 638 724 860 1,055 1,235 1,309 977 1,002 1,420 13,583 1,244 6,997 530 276

男 327 387 428 488 273 372 460 578 629 717 734 716 733 879 946 1,029 912 517 461 11,587 1,142 4,744 489 269

女 312 363 419 399 251 314 360 407 514 544 580 632 728 850 1,039 1,152 1,209 822 1,257 12,153 1,094 6,329 469 247

男 295 335 375 436 246 338 407 463 571 636 705 731 694 712 816 835 844 628 405 10,473 1,004 4,241 426 237

女 281 314 367 357 225 286 319 369 408 503 547 575 635 719 837 969 1,064 1,018 1,079 10,872 962 5,686 409 218

男 264 301 324 382 220 304 370 410 458 577 624 702 709 674 662 720 685 582 428 9,397 889 3,752 375 206

女 252 283 317 313 201 257 290 326 370 399 505 542 578 628 709 780 895 896 1,088 9,628 851 4,995 360 189

→ 図⑦ → 図③

% ※90%以上が望ましい

% ※ 0%以上が望ましい（2020年の高齢化率が40%を超える場合のみ）
% ※90%以上が望ましい

人口予測シミュレーション 現行推移モデル

島根県 地区ID： 32204 人口予測FLG： 0 2015年世帯数： 18,982

2 地区名： 益田市 算出基準年度： 2020 2020年世帯数： 18,805 0人階級はプラス：

人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人) 中学生人口(人)

2015年 47,718 -
35.1 18.8 2,477 1,249

2020年 45,003
38.4 20.3 2,299

予測人口　2025年 42,097 -6.5 - 40.8 24.3 2,023

中学生人口(人)

1,195

コーホート変化率 人口（人）
人口増減率(％) 高齢化率(％) 小学生人口(人)

〃     　2030年 38,965 -7.4 -13.4 41.9 27.4 1,720

1,099

〃     　2035年 35,724 -8.3 -20.6 42.1 28.8 1,490 814

955

639

〃     　2040年 32,368 -9.4 -28.1 43.8 28.5 1,336

〃     　2045年 29,226 -9.7 -35.1 45.2 27.5 1,207

31.0 958 516

709

1,082 576〃     　2050年 26,353 -9.8 -41.4 46.1 29.2

〃     　2060年 21,345 -10.1 -52.6 46.5 32.1 834 455

〃     　2055年 23,741 -9.9 -47.2 46.6

〃     　2065年 19,026 -10.9 -57.7 46.0 31.9 735 395

→ 図③

備考欄

・30年後の対2020年比は

  →   図⑥  ←

人口総数： 58.56
高齢化率： -7.70 

子ども人口： 47.36
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人 図⑤ 2040年人口ピラミッド予測（現行推移モデル） 女 男
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図⑥ 小・中学生人口の将来予測（現行推移モデル）
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図⑦ 子ども（１５歳未満）人口の将来予測（現行推移モデル）
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図③ 今後の人口予測（現行推移モデル） 人口 高齢化率
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図② コーホート変化率 （各年齢層別５年間変化率、2015〜2020年） 男 女
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図① コーホート変化数 （各年齢層別５年間変化数、2015〜2020年） 男 女

解説：70代前半が一番多い年齢構成となっており、

次世代定住と福祉体制の強化が急務となっています。

進学等により20代前半の落ち込みが目立ちます。

解説：20代における流出超過を30代以

降で十分に取り戻せていないことが課

題です。特に、20代流出は女性の方が

多くなっており、逆に30代以降の取り

戻しは女性の方が少なくなっています。

そのため、30代以降の男女バランスが

男性優位に傾き始めていると共に、少

子化の進展にも影響しています。

解説（再掲）：20代における流出超過を

30代以降で十分に取り戻せていないこ

とが課題です。特に、20代流出は女性

の方が多くなっており、逆に30代以降

の取り戻しは女性の方が少なくなって

います。そのため、30代以降の男女バ

ランスが男性優位に傾き始めていると

共に、少子化の進展にも影響していま

す。

解説：ほとんどの世代において人口縮小が見

られる中、75歳以上の後期高齢者の割合が

高まり、90歳以上では絶対数も増えています。

解説：このまま現状で推移すると、人口は35年間

で半減し、下げ止まりが見えません。高齢化率は

40％台半ば緩やかに上昇し、安定します。

解説：このまま現状で推移すると、小・中学生数

は30年間で半減し、下げ止まりが見えません。

解説：このまま現状で推移すると、15歳未満の子

ども人口は30年間で半減し、下げ止まりが見えま

せん。


